
　近年"加速器科学の時代"の到来と言われるが,この

背景には,ｴﾈﾙｷﾞｰﾌﾛﾝﾃｨｱを目指す素粒子物理が求める

高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器ばかりでなく,中でも高ｴﾈﾙｷﾞｰ電子加

速器から得られる高品質の放射光を利用する専用施

設が国内外で多数建設され,それを用いた学際的研究

分野の拡大と研究者の急激な増加がある｡加速器の

性能の向上は,次々と新しい研究分野を取り込み,素

粒子･原子核研究ばかりでなく物性,化学,生物,医学

などの基礎から応用にわたる幅広い加速器を用いた

研究が行われている｡

　一般に何々｢科学｣と言うと,学問的,あるいは学術

上の研究の対象や内容で分類し,物質科学,応用科学,

生命科学,宇宙科学･･･等のように用いられる｡加速器

科学のように研究の道具に科学をつけて呼ばれるよ

うなものは珍しい｡加速器が如何に研究の道具とし

て重要な位置を占めているかを物語っている｡

　この様な加速器科学の賑わいに呼応し,それを陰で

支えている加速器施設の放射線防護の内容も多様化

の一途を辿っている｡加速ｪﾈﾙｷﾞｰの増加は加速粒子

が関与する相互作用の質的変化をもたらし,低ｴﾈﾙｷﾞｰ

加速器施設では見られない放射線防護上の様々な問

題を提起している｡その中の重要な課題の一つは高ｪ

ﾈﾙｷﾞｰ加速器が作る放射線場の問題である｡発生する

中性子は加速粒子の最大ｴﾈﾙｷﾞｰから熱ｴﾈﾙｷﾞｰまで廣

いｴﾈﾙｷﾞｰｽﾍﾟｸﾄﾙを持ち,また,高いｴﾈﾙｷﾞｰのμ粒子(電

子の約 210倍の)やπ中間子(電子の約 270倍)などが

混在するﾊﾟﾙｽ放射線場である｡

放射線防護の基礎となるこれら加速器放射線の計測

技術や線量測定法は開発段階で,放射線管理の観点か

らは安全側の線量評価が行われているのが現状であ

る｡そもそもμ粒子やπ,K 中間子などは現行障害防

止法で定義する放射線の中に入っていないので問題

がないと高をくくっても,これらが短い時間で崩壊し

高ｴﾈﾙｷﾞｰ電子やｶﾞﾝﾏｰ線等を放出するので厄介であ

る｡この様に高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器放射線の計測技術一つ

をとっても開発研究すべき多くの課題を抱えている｡

それでは今後の加速器科学の発展を支える加速器放

射線防護の研究者,技術者の層の厚さ,体制はどうか

といえば,はなはだ心許ないのが現状である｡若手研

究者の理科離れや定員削減などの厳しい状況ではあ

るが,今後の加速器科学の進展に対応できるよう研究

者,技術者の育成は早急に手を打たなければならない

重要な問題と考えている｡

　この場を借りて,ﾁｬﾚﾝｼﾞﾝｸﾞな高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器放射

線防護の分野について宣伝いただければ幸いであ

る｡

　最後に,放射線を精度良く測ることが放射線防護の

基礎であるが,どの様な放射線を測定するにしても標

準のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨが整備されてはじめて成り立つもの

で,此の意味で放射線に係わる標準の供給の一翼を担

う認定事業者として放射線計測協会の役割は重要で,

今後の益々の発展を期待しております｡

近藤　健次郎

加速器放射線防護について

高エネルギー加速器研究機構



●科学教育に対する若い理科の先生の情熱

　私が中学に入った年は第 2 次世界大戦の始まる寸

前で,世の中は騒然としていた｡しかし私は毎日新鮮

な気持ちで,5km の道を歩いて学校に通った｡理科部

に入り,放課後の理科の実験を楽しんだ｡その時指導

を受けた理科の先生(故佐藤正義先生)は東大を卒業

したばかりの若い先生で,生物が専門であったが,放

課後の実験は物理や化学の実験が主であった｡その

とき受けた影響が今なお生き生きと私の心の中に生

きていることを考えると,多感な中学生に対する教師

の,生徒に感動を与えようという,教育に対する情熱

の大切さを痛感する｡

●暗い理科室での不思議で美しい実験

　佐藤先生は次のような,生徒たちに感動を与える多

くの実験を行った｡暗幕で暗くした理科室の中で見

た真空放電の青白い光,大きく丸いｶﾞﾗｽのⅩ線管に映

る財布の中のｺｲﾝ,分光器を覗いたとき見える光のｽﾍﾟ

ｸﾄﾙ,そうした不思議な,美しい,幻想的な実験を見た

とき,まだ原理は何も分からなくても,私は科学は何

と不思議で,美しいものなのだろうか,何とかその原

因を調べてみたいという強い決心を持つに至った｡

またその時から放射線に対する興味も芽生えた｡

●｢青少年のための科学の祭典｣を組織する

　7年前,38年間勤めた高校を退職し,｢青少年のため

の科学の祭典｣を組織して,日本各地で多くの実験を

行うことになったのも,私が中学生のとき受けた科学

を学びたいという強い憧れが原点となっている｡｢科

学の祭典｣も初めは東京,大坂,名古屋などの大都市で

行われており,参加者も少なかったが,いまや全国約

20 都市で行われるような,大きな全国的なｲﾍﾞﾝﾄに成

長し,参加者も倍増し,東京の北の丸公園の科学技術

舘において行われる 5 日間の全国大会においては,1

日に 1万人の親子が訪れ,1日中実験ﾌﾞｰｽやﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

で楽しい実験や工作をたのしんでおり,5日間で 5万

人の参加者があった｡先日沖縄で行われた｢科学の祭

典｣においても,私は講師として招かれ,｢科学の不思

議･楽しい実験｣と題して,多くのﾃﾞﾓ実験を行ったが,

その際も,会場の親子共々で体験できる実験を選んだ｡

当日は大きな体育舘に 1万 5千人の家族が沖縄各地

から車で来ていた｡

尾白川渓谷に合宿し、放射性漂砂を

生徒達と採取したときの楽しい思い出

明治大学理工学部非常勤講師

簡易放射線測定器活用検討委員会

委員長　後藤　道夫



●｢はかるくん｣の｢科学の祭典｣における役割

　各地で行われる｢科学の祭典｣には放射線計測協会

の｢はかるくん｣のﾌﾞｰｽも展示されることが多い｡そ

して,今までにも多くの父母や学校の先生方に,その

使い方とその借りだし方法などの説明がなされ,学校

や地域社会における放射線の教育の普及に役立って

きている｡

●天然放射線のﾙｰﾂを探る

　また私は 38 年間高校の教師をしていたが,そのと

きは,自然科学部の顧問として,特に放射線の教育に

興味を持ち,生徒たちと共に拡散型霧箱や GM ｶｳﾝﾀｰ

などを作り,花こう岩からなる甲斐駒ｹ岳の麓の尾白

川渓谷などに合宿して,｢放射線のﾙｰﾂを探る｣を研究

ﾃｰﾏにして,川の砂の中から,放射能をわずかに持つ小

さなｼﾞﾙｺﾝなどの結晶を｢わんかけ法｣で採取して,そ

の放射線の飛跡を霧箱で観測したり,GM ｶｳﾝﾀｰで測

ったりした｡十数名の生徒たちが,夏休みの研究課題

として,こうした実験ﾃｰﾏでお碗を手にして,清く澄ん

だ,冷たい水の流れに入り,｢わんかけ法｣で川の砂の

中から重い放射性の漂砂を採集し,それを標本びんの

中に入れ,各人が採取したその漂砂を後で GM ｶｳﾝﾀｰ

で放射線の強さを測ったり,ﾄﾞﾗｲｱｲｽを買ってきて,拡

散型霧箱の下に入れて,その漂砂からでる放射線の飛

跡を観察したりするのは,何と面白く,また楽しいこ

とであったことか,当時の経験をした生徒たちは皆立

派な社会人になっているが,いまだにそのときの実験

の楽しさが忘れられず,MG 理科ｻｰｸﾙと称して,約 50

名が私と共に,各地で行われる,楽しい科学実験のｲﾍﾞ

ﾝﾄに参加して手伝ってくれている｡

●小･中学生にも｢はかるくん｣を与えよう

ところで先日｢放射線計測協会｣から｢はかるくん｣に

関してのお礼の手紙を頂いた｡それは私が｢学研の夏

休み自由研究｣に天然放射線の測定の場合,｢はかるく

ん｣が手軽に借りられるということと,その測定方法

を｢身近な場所の放射線調べ｣というﾃｰﾏで 4 ﾍﾟｰｼﾞに

わたり書くことを,編集者に進言したため,その記事

を読んだ多くの読者から,夏休みの自由研究として,

数百件の貸出し申込みがあったことに対するお礼で

あった｡

　対象は小学校の 5,6 年生であったが,放射線に対す

る興味の強いのに私も驚いた｡｢はかるくん｣を使っ

て天然放射線を測定することは,小学生でもできるこ

とで,親子で｢はかるくん｣を片手に持って,家の中や,

海草類や,野外における花こう岩などの岩石を測って

みるのも,珍しくまた楽しい実験ではないだろうか｡

そうした意味で放射線計測協会としても,小･中学生

にも門戸を開いて,｢はかるくん｣の貸出と,その測定

方法の指導をすすめるべきではないかと思う。



1.はじめに

　放射線審議会は,平成 10年 6月,国際放射線防護委

員会(ICRP)1990 年勧告(Pub.60)の国内制度への取

入れに関する意見具申を行った｡一方,ICRP と国際

放射線単位･測定委員会(ICRU)は,1990 年勧告にお

いて規定された｢実効線量｣,｢等価線量｣等の防護量と,

防護量を補足するために ICRU により導入されてい

た｢周辺線量当量｣,｢方向性線量当量｣及び｢個人線量

当量｣等の実用量等に関するﾃﾞｰﾀｾｯﾄを含む報告書

｢外部放射線に対する放射線防護に用いるための換

算係数｣(ICRP Pub.74)を 1996年刊行した｡この原書

にあるﾐｽﾌﾟﾘﾝﾄを修正した訳本が日本ｱｲｿﾄｰﾌﾟ協会か

ら平成 10年 3月出版された｡

　外部放射線に対する放射線防護の観点から,放射線

審議会意見具申の概要,ICRP Pub.74 の概要並びに

意見具申と ICRP Pub.74の放射線防護諸量(防護量,

実用量等との)との関連等について以下に記す｡

2.放射線審議会意見具申の概要

　放射線審議会の意見具申のうち,本概説に関連する

部分のみを以下に引用する｡

『Ⅰ.用語の変更

　　････････｡

　3.取入れに当たっての基本的考え方

　(1)線量限度を定める量は ,1990 年勧告への

対応及びこれまでの線量との定義の相違を明確にす

るため,｢実効線量｣及び｢等価線量｣とすることが適当

である｡

　(2)一方,外部被ばくのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ線量の法令上の名称

については,1 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ線量当量等の用語が定着して

おり,また,ICRP,ICRU いずれも,ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ線量に関し

ては深さ位置を指定した｢線量当量｣という用語を用

いていることから 1 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ線量当量等の用語は変

更しないことが適当である｡

　　････････｡』

『ⅠⅠ.職業被ばくに対する線量限度

　　････････｡

　3.取入れに当たっての基本的考え方

　(1)作業者に関する実効線量限度は ,1990 年

勧告を踏まえ｢5 年間に 100mSv,ただし,いかなる年

度の 1年間にも 50mSvを越えない｣とすることが適

当である｡

　　････････｡』

『ⅠⅤ.作業場所

　　････････｡

　3.取入れに当たっての基本的考え方

　(1)管理区域については ,従来どおり法令で

その設定を義務づけるべきである｡･･･｡

　　　また ,その数値基準については ,公衆の線

量限度を考慮して定めるのが適当である｡

　　････････｡』

『付属書 AIII

　　　　　　作業場所

　　････････｡

　2.具体的な適用

　(1)以下の線量等の基準を超えるおそれのあ

る区域を管理区域とする｡

　　　①　外部放射線に係る実効線量 :3 ｶ月に

つき 1.3mSv

　　　････････｡』

　現行の法令に取入れられている ICRP1977年勧告

等においては,組織の一点における線量当量は吸収線

量と線質係数との積として定義され,実効線量当量は

組織線量当量と組織の荷重係数(6 組職+残りの臓器)

との積として定義されているのに対して,1990 勧告

においては,組織｢等価線量｣は組織･臓器の平均吸収

線量と放射線の種類とその(入射)ｴﾈﾙｷﾞｰにより指定

された放射線荷重係数との積として定義され,｢実効

線量｣は等価線量と組織荷重係数(12 組織+残りの組

織･臓器)との積として定義されている｡これらのこ

とが意見具申の 1.3.(1)に反映されている｡また,線量

限度,管理区域等を定義する場合の量として実効線量,

外部被ばくの測定･評価に係る量として 1 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ線

量当量等の用語を用いることが適切であると,意見具

申されている｡

放射線審議会意見具申との関連で見る放射線防護諸量

「外部放射線に対する放射線防護に用いるための換算係数」(ICRP Pub.74)
(財)放射線計測協会

備後　一義



3.1CRP Pub.74の概要

ICRP Pub.74の第 2章では放射線防護に用いられる

諸量とこれらの量の間の相互関係等について,第 3章

では必要な量を計算するために用いられる方法等に

ついて,第 4章では自由空気中の空気ｶｰﾏまたは粒子ﾌ

ﾙｴﾝｽを防護量及び実用量に関係づける換算係数につ

いて,第 5章では防護量と実用量の間の関係の解析と

換算係数の意味合いについての検討等について記述

されている｡

ここでは,第 2,4,5章の一部についての概要を記す｡

3.1　実効線量に係る換算係数

　実効線量は人体形状(年齢等)･姿勢,放射線の入射

条件等に依存して異なる値となるが,成人人体計算ﾓ

ﾃﾞﾙに対する種々の入射条件における光子,中性子の

標準的換算係数が,それぞれ表 A.17(ICRP Pub.74の

図表番号をそのまま表記｡以下同様｡),表 A.41に示さ

れている｡それらの換算係数を第 1 図(図 8)及び第 2

図(図 22)に示す｡

　平行,正面入射(AP)条件の光子に関して,実効線量

と従来の実効線量当量の換算係数を比較すると,評価

対象となる組織･臓器の数及び組織荷重係数が変更

されたことに対応し,実効線量の換算係数は,実効線

量当量の換算係数よりやや低い値となっている｡な

お,中性子に関しては,表 A.41 と ICRP Pub.51 の表

17 とによって比較することができる(1985 年 ICRP

ﾊﾟﾘ声明に対応し,ICRP Pub.51の表17の換算係数に

は係数 2をかけて比較することが必要である)｡

　実効線量の年齢依存性については,日本原子力研究

所 Y.Yamaguti の 0 歳から成人まで 6 段階にわたる

計算結果を,図 11(光子),図 24(中性子)に示している｡

光子に関しては大きな年齢依存性は認められないが,

中性子に関してはｴﾈﾙｷﾞｰが概略 0.1MeV 以下では年

齢が低いほど換算係数が低い値となり,概略 0.1MeV

～10MeV では年齢が低いほど換算係数がやや高く

なる傾向にある｡

3.2　周辺線量当量等に係る換算係数

　光子についての周辺線量当量及び方向性線量当量

(70μm)の換算係数は,表 A.21 に示されている｡中性

子についての周辺線量当量は表A.42の第2欄に示さ

れている｡

　個人線量当量に関しては,人体中の計算例がなく,ｽ

ﾗﾌﾞ状(30×30×15(cm３))ICRU 組織等価ﾌｧﾝﾄﾑにつ

いての計算結果が ,光子について表 A.24(1cm),表

A.25(70μm)),中性子について表A.42の第 3欄(1cm)

に示されている｡

3.3　防護量,実用量等の関連

　外部放射線に対する放射線防護に用いられる諸量

の関係を第 3図に示す(現行法令等に関する事項は第

4 章に記す)｡第 3 図の物理量は ICRU が定義してい

る量であり,防護量は ICRP が 1990 年勧告において

定義した量である｡実用量は,1977 年勧告の防護量

(実効線量当量(用語の正式な命名は 1978年 ICRP ｽﾄ

ｯｸﾎﾙﾑ声明),組織線量当量等)に応じて開発･定義され

たものであり,ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞに用いられる線量計のための

校正量としても使えるように考案されている｡

1990 年勧告等においては,防護の目的のための測定

において特に関心がもたれる実用的量として,その当

時の ICRUの実用量をあげている｡



　実効線量 (AP),周辺線量当量及び個人線量当量

(1cm,ｽﾗﾌﾞ状ﾌｧﾝﾄﾑ)に関する換算係数の比較を,光子

及び中性子についてそれぞれ第4図(図58),第5図(図

57)に示す｡光子の場合は,実用量である周辺線量当量

及び個人線量当量(1cm)を用いることが,防護量であ

る実効線量(AP)を過少評価することにならないこと

が図からわかる｡中性子の場合には,ｴﾈﾙｷﾞｰによって

は過少評価となることが図からわかる｡しかし,実際

に中性子場においては,単色ｪﾈﾙｷﾞｰである可能性は低

く,各種中性子線源,原子炉周辺,医療用ﾗｲﾅｯｸ等の施

設における中性子ｽﾍﾟｸﾄﾙを事例として検討計算され

た結果では ,周辺線量当量等の実用量が実効線量

(AP)と比較して過小評価とならないことが認められ

ている(｢保健物理｣33(1),7～11(1998)｡ICRP Pub,74

の(329)項参照)｡

　種々の解析結果から,ICRP1977年勧告の防護量に

応じて開発･定義されてきた実用量は,わずかな例外

があっても一般的には引き続きその目的を達してい

ると結論で述べている｡

　｢ﾓﾆﾀされる量｣,｢測定器のﾚｽﾎﾟﾝｽ｣に関しては,ﾓﾆﾀﾘ

ﾝｸﾞの対象となる実用量に対応するｴﾈﾙｷﾞｰ依存性と

ほぼ等しいﾚｽﾎﾟﾝｽ(例えば,第 4図の周辺線量当量と



ほぼ等しいｴﾈﾙｷﾞｰ依存性)を有する測定器を用いる

ことにより,所定の量の測定評価が可能となる｡また,

それらの測定器を適切な期間･頻度で点検校正する

ことが必要である｡

4.意見具申と放射線防護諸量等との関連

4.1　意見具申に伴う現状の諸量等の変更点

　現状の国内制度(法令等)に用いられている諸

量等を第 3 図の対応する箇所に図示する｡限度等を

規定している現状の防護量である｢実効線量当量｣,

｢組織線量当量｣は,意見具申に伴い｢実効線量｣,｢等価

線量｣に名称変更されるであろう(意見具申:Ⅰ.3.(1))｡

さらに,｢実効線量｣は,管理区域,遮蔽等を定義する量

としても使用されることとなるであろう(意見具申:

付属書 AIII)｡

実用量に関しては,測定等に係る量として現在用いら

れている 1 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ線量当量等の用語が継続使用さ

れるであろう(意見具申:1.3(2)参照)｡

　｢放射線を放出する同位元素の数量等を定める件｣

(科学技術庁告示第 15号)の別表第 4,5には,周辺線量

当量,方向性線量当量に相当する値の換算係数が与え

られている｡意見具申においては,いかなる換算係数

を採用すべきかについて述べられていない(放射線

審議会の基本部会において検討することが意見具申

の討議の際に決められ現在,基本部会のﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

において検討中である｡)｡

4.2 意見具申のﾓﾆﾀされる量,測定器ﾚｽﾎﾟﾝｽ等への

   反映

　ﾓﾆﾀされる量,測定器のﾚｽﾎﾟﾝｽ等の現状を第 3 図の

下部に示す｡光子の場合,物理量である質量減衰係数･

ｴﾈﾙｷﾞｰ吸収係数の評価値が変更となったことに対応

し周辺線量当量の換算係数の値が僅かに変わったこ

と,中性子の場合も周辺線量当量の換算係数の値がか

なりの変更となったことに伴い,JISにおいては,測定

器のﾚｽﾎﾟﾝｽ及び校正の線量当量に係る基準が変更さ

れることとなろう｡また,個人線量計のﾚｽﾎﾟﾝｽ及び校

正の線量当量に係る基準が,国際的整合性を考慮して

個人線量当量(ｽﾗﾌﾞ状ﾌｧﾝﾄﾑ)に係る換算係数に変更さ

れることと想定される｡

　上記のような変更がなされた場合,換算係数の変更

割合が大きい中性子の方が,光子の場合よりもその影

響度が大きいものと考えられる｡しかしこれらの変

更に適合する測定器の開発,校正定数の変更等により

対応することが可能であろう｡そして,測定器の性能

を良く把握し,測定対象に適した測定器を選択し,適

切に校正された測定器を使用するという日常的に行

われていることを,そのまま継続することが最良の対

応策と考えられる｡



　当協会は,平成 7年 12月 1日付けで,計量法に基づ

く認定事業者として通商産業大臣から認定を受け,特

定二次標準器及びﾜｰｷﾝｸﾞｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞによる校正等によ

り,認定事業の範囲内において計量法ﾛｺﾞﾏｰｸ JCSS付

の校正証明書を発行しています｡認定事業の範囲外

については試験成績書を発行しています｡校正事業

は,当協会の複数の課によって実施されるものですが,

校正課は,主に次の業務を行っています｡

　放射線測定器の点検校正

　各種放射線測定器は,電子回路と放射線検出器が正

常に動作することを確認した後,特定二次標準器,ﾜｰｷ

ﾝｸﾞｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ,照射装置及び線源等を用いて置換法に

より正確な値を指示するように校正する｡

　放射線測定器の特性試験

　新型放射線測定器の開発に伴う,指示誤差,ｴﾈﾙｷﾞｰ

特性,方向特性,温室度特性,その他 JIS に基づく各種

の試験を行う｡

　放射線基準照射

　ﾌｨﾙﾑﾊﾞｯｼﾞ,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計,熱ﾙﾐﾈｾﾝｽ線量計(TLD),

その他線量計等について各種線源による基準照射を

行う｡

1980 年に当協会が設立された当初は,日本原子力研

究所(以下｢原研｣と言う｡)の依頼のみに対応していま

したが,本業務は原研の優れた照射施設を活用し,国

家標準とのﾄﾚｻｰﾋﾞﾘﾃｨも精度良く確保されているた

め,その後一般の放射線取扱事業所,研究所,病院等か

らの依頼が増加し,数年後には原研からのものを超え

るまでになりました｡

　当協会設立からの本業務の実績台数は相当数にな

っていますが,最近 5 年間の点検校正,特性試験及び

基準照射別の実績台数をｸﾞﾗﾌに示しました｡

　放射線測定器の点検校正は,

　①　放射線測定器が正常に作動しているか否か

を判断し,測定器を常に最良の状態に維持する｡

　②　放射線測定器の電気回路の動作点検と検出

器の点検を行い,回路上の異常有無,再調整の必要性

や検出器の健全性を判断して適切な処置を行う｡



　③　放射線測定器を総合的に試験し ,故障の発

生を未然に防ぐ｡

　④　校正用線源を用い ,校正定数又は換算係数

を求め,測定精度を維持する｡

を目的として行っています｡

　上記の目的は,機器の健全性(機能)と信頼性(性能)

が制作時の機能や性能に維持され,動作状況が総合的

に正常であることを検査することにより達成されま

す｡一般的なｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀの具体的な点検項目と点検内

容は,次のように実施しています｡

　健全性(機能)

　汚染検査:ｻｰﾍﾞｲ法で測定し,ｸﾘｰﾝな状態であること

を確認する｡

　外観検査:汚れを拭き取り,変形,破損のないことを

確認する｡

　ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ:断線や接触不良がないことを確認す

る｡

　ﾒｰﾀ･ｽｲｯﾁ等点検:破損や接触不良がないことを確認

する｡

　電池点検:各電池の定格電圧以上であることを確認

する｡

　乾燥剤点検:湿気を帯びていないことを確認する｡

　信頼性(性能)

　測定回路点検:入力感度,増幅度,ﾃﾞｨｽｸﾘﾚﾍﾞﾙ,ｶｯﾄｵﾌｴ

ﾈﾙｷﾞｰ,増幅回路,計数回路,時定数,音声回路等につい

て実施する｡

　低高圧回路点検:低･高圧回路の出力電圧,放電管電

流,高圧ﾒｰﾀｰ指示値等について実施する｡

　ﾊﾟﾙｽ校正:各測定ﾚﾝｼﾞの指示校正,表示値の応答性

について確認する｡

　検出器点検:ﾌﾟﾗｰﾄｰ特性,ﾁｪﾝﾊﾞｰ窓膜,ﾁｪﾝﾊﾞｰ電極,遮

光膜,ｼﾝﾁﾚｰﾀ,光電子増倍管,ﾌﾞﾘｰﾀﾞ回路,遮光膜保護用

金網について実施する｡

　零点検査:零点ﾄﾞﾘﾌﾄ,零点移動について実施する｡

　これまでの点検校正の経験から,多く見られる不良

の原因と症状を列記しますと,

(1)電離箱ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ

　湿度上昇による高抵抗の絶縁劣化による指示値変

化(乾燥剤のほとんどは,湿気を帯びていて交換して

いる｡)

(2)GM管式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ

　GM管の劣化による B.Gの上昇,数え落とし,窒息

(3)ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ

　ｼﾝﾁﾚｰﾀの変色,破損による感度低下,光電子増倍管

の劣化及び破損による感度低下,ﾉｲｽﾞ発生

(4)中性子ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ

　BF3,He 管の劣化及びｶﾞｽ抜け並びに減速材の破損

による B.Gの上昇,γ感度不良,感度低下

(5)電気回路ｱﾝﾌﾟ回路の劣化及び故障による感度不良,

係数回路の劣化及び故障による指示異常,高圧回路の

劣化及び故障による使用電圧の変化,安定不良

(6)ﾒｰﾀ故障及び破損などによる指示不良

(7)ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀｹｰﾌﾞﾙの劣化及び断線 ,ｺﾈｸﾀの接触

不良によるﾉｲｽﾞ発生

です｡これらの要因によって指示値の変化及び動作

異常を起こすことになります｡毎年 1 回点検校正の

依頼がきておりますものでも,ほとんどの測定器は指

示調整を行う必要がある状況です｡1年以上経過して

から依頼されるものには検出器の不良が目立ちます｡

少なくとも毎年 1 回は定期点検を受けて品質の良い

線量測定を実施して下さるよう希望いたします｡



　平成 10 年 6 月 18 日に開催された第 48 回理事会

において,平成 9年度の事業報告並びに決算報告がな

され,次のとおり承認された｡

　　　　事　業　の　内　容

(1)放射線測定器の点検校正等(点検校正,基準照射及

び特性試験)

　ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀの点検校正において,一般から点検を除く

校正のみの受注件数が増大したため,前年度に比べ若

干の減収となった｡

(2)試料の放射能測定等(放射能測定,放管･環境試料

測定,ﾊﾞｲｵｱｯｾｲ及び放射化分析)

　　新たに原研からの高崎研究所におけるﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝ

ﾄﾞ調査の受注及び福島県からの空間ｶﾞﾝﾏ線核種組成

調査の受注などの増加額と,天然ﾊﾞﾘｱ安全性試験試料

の測定業務等が前年度で終了したことなどによる減

収額とが相殺され,前年度とほぼ同額となった｡

(3)施設の放射線管理等

　　原研 NUCEF の放射線管理業務が 1 名相当分

増員となり,前年度より増収となった｡

(4)放射線管理技術者の研修

　　定期講座として,｢放射線管理入門講座｣,｢放射線

管理･計測講座｣及び｢原子力教養講座｣をそれぞれ計

画どおり実施したほか,原子力事業所からの要請を受

け,放射線安全講習会への講師派遣等を実施した｡ま

た,茨城県から受託した消防職員原子力防災研修事業

を実施した｡

(5)放射線計測に関する調査及び試験研究

　　科学技術庁(科技庁)からの受託調査｢放射線計測

機器の規格化に関する対策研究｣として,　緊急時にお

ける全身ｶｳﾝﾀ等による内部被ばく線量の測定評価方

法等に関する,ﾏﾆｭｱﾙの基礎となる資料を作成した｡

　　日本原子力発電㈱からの受託調査｢電子式個

人線量計を用いた個人線量管理に関する調査｣とし

て,本格使用が計画されている電子式個人線量計の技

術的仕様及び性能試験,運用に係る品質保証並びに校

正方法について検討し,その考え方等をまとめた｡

　　原研から,｢ﾀﾝﾃﾞﾑ加速器による RI 加速施設の検

討｣｢RI廃棄物等の放射能ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ等の調査｣｢内部被

ばく線量係数計算用核ﾃﾞｰﾀの整備｣を受託調査した｡

(6)公衆に対する放射線関連知識の普及

　　科技庁から｢簡易放射線測定器の貸出し｣業務を

前年度に引続き受託した｡本年度は｢はかるくん｣150

台を追加製作し(保有台数合計 3,250　台),新たに開発

した｢はかるくんⅡ｣を 200台　製作した｡

　個人,団体及び研修会等に延 12,075 台の貸出しを

行うとともに,｢はかるくん｣使用者の測定ﾃﾞｰﾀを整理

分析した報告書を作成して使用者に配布した｡また,

放射線の基礎知識と測定器の取扱い説明会を,公衆を

対象として 17回,中学,高校教諭を対象として 8回実

施した｡

　通商産業省から｢移動車両による原子力発電に伴

う放射線知識普及事業｣を前年度に引続き受諾し,京

都府美浜町等の 4 地域において放射線(能)の測定実

演説明会を実施した｡
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